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抗インフルエンザウイルス薬に関する注意喚起文書及び

ハイリスク患者等に関する情報提供資料

○ 注意喚起文書

リン酸オセルタミビル

ザナ ミビル水和物

アマンタジン塩酸塩

○ ハイリスク患者等に関する情報提供資料

リン酸オセルタミビル

ザナ ミビル水和物
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医療関係者の皆様
2009年 10月

中 外 製 薬 株 式 会 社
医 薬 安 全 性 本 部

安 全 管 理 責 任 者

横 山 俊 二
タミフルの適正使用のお願いと安全性情報のご案内

謹啓

時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は弊社製品に格別のご高配をЛ易り、厚く御礼を申し上げます。

タミフルは、2001年 2月 に発売され、今年で 9年が経過致しました。その間、先生方には市販後の安全性情報

鮮 奮挺馬脅壼艘£議根嘱僣iFiビ真 iミ蝿 壌奪『

開始から
"∞
年 3月 まoこ 曜 労働省へ報告した

インフルエンザウイルス感染症の患者様に本剤を投与する際には、今般の新型インフルエンザウイルス感染症
に対する国や学会等の治療指針およびガイ ドライン等と併せ、本斉1の添付文書に記載されています以下の点につ
きまして一層ご留意の上、引き続き本剤のi●D正使用に努めていただきますようお願ぃ申し上げます。

敬白

○ 本斉1の使用にあたっては、本剤の必要性を慎重に検討すること。
1 治療に用いる場合には、A型又はB型インフルエンザウイルス感染症と診断された患者のみが対
象となるが、抗ウイルス薬の投与がA型又は B型インフルエンザウイルス感染症の企ての患者
に対しては必須でないことを踏まえ、心者の状態を十分観察した上で、本剤の使用の必要性を
慎重に検討すること。

特に、幼児及び高齢者に比べて、その他の年代ではインフルエンザによる死亡率が低いことを
考慮すること。
2 カプセィレ斉1を予防投与に用いる場合・には、原則として、インフルエンザウィルス感rAL症を発症
している忠者の同居家族又は共同生活者である下記の者を対象とする。
(1)高齢者 (65歳以上)

(2)慢性呼吸器疾患又は慢性心疾患患者

(3)代謝性疾患患者 (力督尿病等)

(4)腎機能障害忠者

1歳未満の患児 (低出生体車児、新生児、乳児)に対する安全性及び有効性は確立していない。
本剤は A型又は B型インフルエンザウイルス感染症以外の感染症には効果がない。
本斉」は細菌感染症には効果がない。

10歳以上の未成年の患者においては、因果関係は不明であるものの、本剤の服用後に異常行動を発
現し、転落等の事故に至った例が報告されている。このため、この年代の患者には、合併症、既往歴
等からハイリスク忠者と判断される場合を除いては、原則として本剤の使用を差し控えること。
また、小児・未成年者については、万が一の事故を防止するための予防的な対応として、本剤によ
る治療が開始された後は、①異常行動の発場のおそれがあること、②自宅において療装を行う場合、
少なくとも2日 間、保護者等は小児・未成年者が一人にならないよう配慮することについて忠者・

家族に対し説明を行うこと。

なお、インフルエンザ脳症等によっても、同様の症状が現れるとの報告があるので、上記と同様の
説明を行うこと。

○

*本斉りはA型又は B型インフルエンザウイルス感染症の発症後の治療の目的で使用した場合にのみ
保険給付されます。予防の目的で使用した場合には、保険の対象外となります。

/

タミフルは2001年 2月 の発売から2009年 3月 31日 までに、延べ約 4100万人に処方されたと推定されて

います。この期間に、厚生労働省に報告した日1作用は2205件でした。

2008年度は、器官別大分翻 でヽは、精神障害、神経系障害、胃腸障害、皮膚および皮下細繊障害の1頂で

多く報告されました。また、精神障害および神経系障害について、年齢別に集計をしたところ、10歳未満

および 10歳代の副作用報告が最も多く、それぞれ全体の4幅および3鶴でした。

器官別大分類の年度別の報告件数推移
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精神障害および神経系障害の年齢別比率

80虚 以上 126件 :3ヽ
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オセルタミビルリン酸塩 (タ ミフル)の服用と異常な行FJJ及び突然死との関係に関する薬事

議会 医薬品等安全対策部会安全対策調査会での最終結果が報告されています。
詳細は、厚生労働省ホームベージをご覧下さい。

httメ //回.mttL go jp/shngν2009/06/sOm6-5 html

食品術生審

以下のインフルエンザ関連ホームページもご参照ください。

●インフルエンザ情報サービス/中外製薬lal

httっ :〃 in■uenza elan.ne ip/

●厚生労働省 感染症情報 新型インフルエンザ
htt,:〃 wwmhlw EoiD/bunVttenkoullKekkaktl・ kansenshou04/index.html

新型インフルエンザに関するQ&A                               (:
httD:〃W― mhl鶴賣o ip/bupra/1cenkOu/kelよ aku‐ kansenshou04Anfo ga html

●国立感染症研究所 感染症情劇1セ ンター 疾患別lt報 インフルエンザ
htto//idsc心 .的ヽldlsease/influcnza/

国内'情幸風・ガイ ドライン

httD:〃 idSc.nlll m iD/dlSease/1nfluenza/flu‐ domestic.html

次ページ以降にタミフルカプセル 75 および タミフル ドライシロップ 3%の添洞文書を掲載しました
ので、9けてご参照ください。 ()ホ(くく脅
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各シーズンのインフルコ1ンザの流行状況については、F■ 立感染症〕I究所よ

いたしましたので、ご参H(1く ださい。

インフルエンザの年別週別発生状況(1999年～2009

0惑染症IPi報センターホームページよリリ用)
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タミフルを月長用される
患者様・ご家族・周囲の方々ヘ

タミフルとの関連は今のところ不明ではありますが、タミフルを

月長用後に異常行JJ」などの精ネ中・神経系症状を起こし、転落等の事故
に至った報告の大半が 10歳代の患者様でした。
こうした経緯から、現時点では、インフルエンザウイルス感染に

より重症化する危険性のある患者様を除き、原則として lo歳代の

患者様はタミフルを服用するこ洵‐■でキません_

月ヽ児・未成年の患者様については、万が一の事故を防止するた

めの予防的な対応として、タミフルによる治療が開始された後、

自宅において療養を行う場合は、次のことにご配地:下 さい。

*異常行動の発現のおそれがありますので、少なくとも2日 間、
保護者の方は、お子様が一人にならないようにご配慮をお願
いします。

*イ ンフルエンザウイルスによるインフルエンザ脳症などでも同

様の症状があらわれることがあります。インフルエンザウイルス

感染症と診断され治療を開始した後は、タミフル服用の有無に関
わらず、異常な行動に十分注意してください。

ダ

<異常行動などの精神・神経系症状とは>
普段と違うとっぴな行動をとる、うわごとを言ったり興奮した

りする、意識がぼんやりする、意識がなくなる、幻党が見える、

妄想、けいれん等です。

その他の日l作用として、まれに消化器症状 (腹痛、下痢、lh吐

等)、 皮lLYl症状 (発疹、じんましん等)があらわれることがご
ざいます。

何か気になることがあれば、医師、薬剤師にご相談下さい。



く参考 :リ レンザ患者指導箋>2009年 9月

医療関係者の皆様

抗インフルエンザウイルス剤『リレンザ'』 処方に藤してのお願い

グラクソ・スミスクライン株式会社
謹啓

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は、弊社医薬品:につきまして格別」のご高配をl15り 、厚く御礼申し上げます。

弊社製品『リレンザ
°
』については、異常行LTI等 を含む精神神経症状の発現について2008年 1月

に 【使用上の注意】の改訂を行い、本剤を処方いただく際に、忠者様・ご家族・周囲の方々へ以下

の内容についてご指導いただきたい旨の注意喚起を行つております。

本インフルエンザシーズンにぉきましても、『リレンザ
°
』を処方していただく際には、異常行動

の発現のおそれがあること、自宅にて療養する際には、少なくとも2日 間は小児・未成年者が一人

にならないよう配慮することを、引き続きインフルエンザの忠者様・ご家族・周囲の方々にご指導

くださいますようお願い中し上げます。

1菫 1色 I

本All投 与とriittltF経症状 (意識障害、痙摯、異常言動・行動等)発現との関連性は,1確 とな
つておりませんが、これら症状はインフルエンザ脳症年によつて発現することが知1ら れてお

り、本方りを含むインフルエンザ治療を行つた場合であつても、これら症状が発現し、重大なII

故を招くおそれがあります。

万が一の事故を防止するための予 1/b的 な対応として、特に小児・未成年者については、イン

フルエンザと診断された場合は、

① 異常行動の発現のおそれがあること

② 自宅にて療養する場合、少なくとも2日 間、保護者等は小児・未成年者が一人にならな
いよう配慮すること

について、患者・家族等に対し説り]を行つてください。

なお、弊社では本剤を処方された凛者様・ご家族・周囲の方々へ上記内容をご指導いただくため、

次ページにお示しします、『リレンザ
°
』の患者指導箋をご用意しております。本指導箋は本剤『リ

レンザ
°
』を処方される際にインフルエンザの患者様、ご家族 周囲の方に対して注意していた

だきたい事項を記載しておりますので、先生におかれましては、『リレンザ・ 』のご説明・ご指

導する際の御―助となれば幸いにございます。何卒よろしくお願い申し上げます。

本指導箋についてのお「r5い合わせにつきましては、弊社 MRも しくは下記までご連絡ください。
、   なお、弊社提供のインフルエンザ・オンライン (htlpノ /relcnzajp/)に も掲載しておりますので、そ
ちらもご参llaく ださぃ。

問い合わせ先 :カ スタマー・ケア・センター

TEL 0120-561_007(9:00～ 18100/土 日祝日及び当社休業日を除く)

「 AⅨ 0120-561‐ 047(24時間受付)

リレンザ°を処方された

患者様・こ家族・周囲の方々へ

特に小児・未成年者において、インフルエンザ発症後にリレンザの

吸入の有無を問わず、異常行動などの精神・神経症状が発現すること

が知られています。

この異常行動などの粘神。神経症状については、多くがインフルエンザ

による発熱後 24時間以内の比岐的早期に、また、睡眠中に発現する

こともあるといわれています
`このようなことから、自宅で療養される場合、異常行動による転落

等の事故を防ぐために、インフルエンザと診断されてから少なくとも

2日間、保護者の方は、就寝中も含めて、小児・未成年者を1人きり

にさせないようにしてください。

く異常行動などの精神・神経症状>
普段と違うとっぴな行動をとる、うわごとを言ったり興脅したりする、

幻党が見える、妄想、意識がぼんやりする、意識がなくなる、意識

が混濁する、けいれス′等

グラクソ・スミスクライン株式会社
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リレンザ
Qを
吸入する時の注意点

このお薬の吸入は、

状態で吸入しましよう。

格子やベッドに座るなどリラツクスした

インフルエンザウイルス感染症は急激な発熱(38～39℃以上)や脱水症状などIF

より体力が低下しています。過度に強く吸入したり、長く虐、止めをすると失ネ1/

転倒などを誘発し、思わぬ怪我をすること力くあります。万が一の事故を防止す

る為に、立って吸入を行わず、下図のようにリラックスした態勢で吸入を行うよ

うにして下さい。

※その他、何か気になることがありましたら、医師

ご相談ください。

薬剤自Tに

9

2009年 ‖月

医療関係者の皆様

『リレンザ
°
』処方に際してのお願い

リレンザ服用後の異常行動について

グラクソ・スミスクライン株式会社

il・■i啓

口寺下益々ご清栄のこととお慶び申しLげます。

平索は、弊社医薬品につきまして格男1の ご高配をllDり 、厚く御礼中し上げます。

弊社製品『リレンザ
°
』については、異常行lrJl等 を含む精神神経症状の発現について2008年 l月

に 【使用上の注意】の改訂を行い、本剤を処方いただく際に、思者様・ご家族・周nIの方々へ以下

の内容についてご指導いただきたい旨の注意ltt起 を行つております。

また、本インフルエンザシーズンにおきましても、『リレンザ
°
』を処方いただく際には、以ドの

内容についてご説明いただきますようお願いしております。

本斉1投与と精神神経症状 (意識障害、痙撃、異常言IrJJ・ 行動等)発現との関連性は明確とな
つておりませんが、これら症状はインフルエンザ脳症等によって発現することが知られてお

り、本剤を含むインフルエンザ治療を行った場合であっても、これら症状が発現し、重大な事
故を招くおそれがあります。

万が一の事故を防止するための予防的な対応として、特に小児・未成年者については、イン
フルエンザと診断された場合は、

① 異常行動の発現のおそれがあること

② 自宅にて療養する場合、少なくとも2日 間、保護者等は小児・未成年者が一人にならな
いよう配慮すること                   ´

について、患者・家族等に対し説明を行ってください。

弊社では本斉1を 処方された忠者様・ご家族・周EEの方々へ上記内容をご指導いただくため、4ペ
ージにお示しします、『 リレンザ・』の患者指導箋をご用意しております。本指導箋は本剤『リレ
ンザ・』を処方される際にインフルエンザの患者様、ご家族・周囲の方に対して注意していただ

きたい事項を記載しておりますので、先生におかれましては、『 リレンザ・』のご説明・ご指導

り
‐
る際に配布していただき、異常行動の発現のおそれがあること、自宅にて療養する際には、少

なくとも2日 間は小児・未成年者が一人にならないよう配慮することを、引き続きインフルエンザ
の患者様・ご家族・周囲の方々にご指導くださいますようお願い申しLげます。

1
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「異常行rJl」 がみられた国内症例の概要をご紹介いたします。

<症例概要 >

患  者 l口 投与量

投与期間
経 過 及 び 処 雌 `等

(副作用名)性
軸

原疾忠

(合併

症 )

<そ の他疑われる要因>

発熱による高熱せん妄

くその他の情報>

1垂眠障害の既往歴、家族歴 :不明

熱性痙攣の既往歴、家族歴 :不明

異常行動の既往歴 :無

他剤での異常行lIJJの副!作用 :無

飛びおり発現時の状況 :党醒時

落ちるまでの忠者の記憶 :有

発現BFlあ るいは発現直前の患者の光に対する反応の有無 :不
p」
l

併用薬 :ア セ トアミノフェン

患   者 1日 投 与量

投与期間
経 過 及 び 処 置 等

(田 1作用名 )
性

年齢

原疾患

(合併

症)

男

10代

A型イン

フルエン

ザウイル

ス感染症

IIINl疑

10mg
l日 間

(異常行動)

投与開始日

,(10:00)

発熱、倦怠感を主lrFに 当院小児科受診。インフル

エンザ迅速検査にて A型陽性のため、本剤、ア
セ トアミノフェン、カルボシステイン、アンプロ

キソール塩酸塩を処方し帰宅 (新型かどうか遺伝

子検査はしていない)。 体温 389度。

本斉」2ブ ソスター吸人。体温不明。

アセ トアミノフェン 400mg内 服。体温不明。

夢ではなく現実的な意識の中で 1逃げろ」と声が

聞こえ、2階から飛び降 りた。気付いたら 1階の

自転車世き場の屋根の しに飛び降りようとして

おり、71つ てさらに Fに落ちた。落ちた瞬間のみ

記憶なし。体温不明。持続時Fn不明。

自家用車にて当院1文急外来受診。来院時、漱識清

り|。 胸部・骨盤 XPお よび骨盤 CTにてりJら かな
'日'折なし。顔はぶつけていないとのことで頭部

CTは施行せず。左111勾 部および左川,骨部の挫11

を消ii、 ガーゼ保護とした。体温不明。

本剤の投与を中止。アセ トアミノフェン内服可。

カルボシステイン、アンプロキソール塩酸塩はタ

方より内月晨開始とし帰宅。体温不明。

解認ヽ。

咳嗽続くため外来受診。体温 362度。刑i音清、

意識は清り1。 去痰剤 (カ ルボシステイン、アンブ

ロキソール塩酸塩)プロカテロール塩酸塩水和

物、ツロブテロール、クラリスロマイシン処方に

て帰宅。

登校許可

'卜

のため受診。

本剤は 1回吸入以降、使用なし (飛び降りの原因

が不明のため、コl作用により中止)。 異常行動は

なし。

(11:00)

(15:00)

(16:00頃 )

中止 3日 後

:li」上5日 後

(10115)

r,lL 8 日0後

(12:17)

2

//

3

′ユ



く参考 :リ レンザ患者指導箋>

リレンザ°を処方された
患者様。こ家族0周囲の方々へ

特に月ヽ児・未成年者において、インフルエンザ発症後にリレンザの

吸人の有無を1円わず、異常行動などの精神・神経症状が発現すること

が知いれています。

この異常行動などの精莉lヽ神経症状については、多くがインフルエンザ

によるうさ熱後 24時 llU以内の比校的早期に、また、睡眠中に発現する

こともあるといわれています。

このようなことから、自宅で療養される場合、異常行動による転落

寄の事i喚を防ぐために、インフルエンザと診断されてから少なくとも

2日 間、保護者の方は、就寝中も含めて、小児・未成年者を1人きり

にさせないようにしてください。

く異常行動などの精神・神経症状>
普段と違うとっびな行動をとる、うわごとを言ったり興警したりする、

幻党が見える、妄想、意融がぼんやりする、意識がなくなる、意識

が混潤する、けいれん等

グラクソ,スミスクライン株式会社

本指導箋についてのお問い合わせにつきましては、弊社 MRも しくは下記までご連絡ください。な
お、弊社提供のインフルエンザ・オンライン (http:〃retnzalp/)に も掲載しておりますので、そち
らもご参照ください。

問い合わせ先 :カ スタマー・ケア・センター

TEL 0120‐ 561‐007(飲 00～ 18Ю Oノ土日祝日及び当社休業日を除く)
FAX 0120‐ 561-047(24時間受付)

′」

コノメトレガ詮50mg・ ヨンメトレガ課100mg・ シンメトし,ド細粒10%
適正使用のお願い

医師、薬斉J師、医療関係者の皆様
2009年 10月

製造販売

〃ツレ:ンスファ=マ株式会社
東京 都 港 区 西麻布 4-17-30

謹啓
n寺下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素は弊社製品につきまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて今般、国内におきまして新型インフルエンザ感染の拡大が報告されており、新型インフルエンザ
に対してリスクが高いと考えられる忠者への抗インフルエンザウィルス薬投与の機会が増えることが予
想されております。新型インフルエンザはアマンタジン塩酸塩 (商品名 :シ ンメトレル錠、シンメトレ
ル細粒)に は耐性であるとの報告がありますが、今後、季節性インフルエンザと新型インフルエンザが

|]1寺 li;11:1:;:lil:1芳夕|:|:;:写「じ;甘 卜`|夕 91]:[髭 :サ
`::::[1[ふ

::::[‐lλ l:(レ

`liキ

::::ltill:
あたりましては、「使用上の注意」等を再度ご確認の上、下記の点に十分注意し、適正にご使用下さい
ますようお願い申し上げます。

聯難鶉 撤聰雌繁覇鳥型響τ
・
鋤鷹i:;ti:驀諄鐸!ilili鰹聯繊F疇ク暉ス

晟麓月程勝言〔じ1職普嵩指」とfrれど1乱碁冤撃翼甲晋ttり、副411flが発現するす
があるので、腎

扮 li:ゴ
瀞1寺イ;し鸞ム潔fiI」:嫌は11まな組郡 慇I踏ご協

また、因果関係は不明ではあるものの、本剤服用後に異常行動等の精神神経症状を発現した症例が報
告されております。小児・未成年者につきましては、異常行動による転落等の万が一の事故を防止する
ため、予防的な対応として患者様・ご家族に対して下記の点をご説明くださいますようお願い申し上げ
ます。

なお、本剤を使用した患者様に有害事象が発現した場合には、大変お手数をおかけいたしますが、同
封の有害事象報告書にて弊社へご連絡いただくか、もしくは弊社医薬情報担当者までご一報下さいます
よう重ねてお願い申し上げます。

謹自|

・
♂彎踊薦辞穆 i軋な資

ま、患者様・
デ
家族に対して以下の点をご説明下さい。

②自宅において療涎を行う場合、少なくとも2日 llll、 保護者等は小児・未成年者が一人にならないよう配慮する
こと

なお、インフルエンザ脳症等によっても、同様の症状があらわれるとの報告があるので、上記と同様の配慮が必要
であることをご説明下さい。

/ア



シンメトレル°錠50mg。 錠100mg・ 細粒10%添付文書 (抜粋 )

【禁忌 (次の患者には投与しないこと)】
1 透析を必要とするような重篤な腎障害のある忠者 〔本斉」は大部分が未変化体として尿中に排
泄されるので、蓄積により、意識障害、精神症状、痙撃、ミオクロヌス等の副作用が発現す
ることがある。また、本剤は血液遊析によって少量しか除去されない。〕
2 好婦又は妊娠している可能性のある婦人及び授乳婦
3 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある忠者

'   【使用上の注意】
1.慎重投与 (次の憲者には慎重に投与すること)
(1ン心血管疾患 (う っ血性心疾患等)又は末梢性浮lqlの ある忠者 〔副作用として下lltttll■が発現す
ることがあり、心血管疾患や浮腫を悪化させるおそれがある。〕
(劾腎障害のある患者 〔本斉」は大部分が未変化体として尿中に排泄されるので、蓄積による副作月J
を避けるため用量の調節に「分注意すること。〕

糧朧重?罫蝋ξ悔唇艘11信賢嗜徴戦〕観1魚与乳ギ
能検査値に注意すること』

(5)精神疾患のある患者 〔V/・D党、妄想、錯舌し、悪夢等の精神症状が増悪するおそれがある。〕
(6)閉塞隅rrl緑内障の患者 〔眼圧 L昇を起こし、症状が悪化するおそれがある。〕
(7)高山卜者

2.重要な基本的注意
(1)「A型インフルエンザウィルス感染症」に本斉1を‖」いる場合
因果関係は不明であるものの、本剤の服用後に異常行動等の精神神経症状を発現した例が報告
されている。
小児・未成年者については、異常行rJ」による転落等の方が一の事故を防止するための予防的な
対応として、本斉」による治療が開始された後は、①異常行動の発現のおそれがあること、②白
宅において療養を行う場合、少なくとも2日 間、保護者等は小児・米成年者が一人にならな|ヽ
よう配慮することについて思者・家族に対し説明を行うこと。
なお、ィンフルエンザ脳症等によっても、同様の症状があらわれるとの報告があるので、上記
と同様の説明を行うこと。

5,高齢者への投与
高府,者では制作用 (特に興奮、見当識障害、幻覚、妄想、錯舌し等の精神症状)力

`あ
らわれやす

いので、低用iか ら開始し、用量並びに投与間隔に留意するとともに患者の状態を観察しなが
ら慎重に投与すること。
(1)高齢者では排ЙL遅延が起こりやすく高い血中7●I度が持続するおそれがある。〔本剤は主として腎
から排泄されるが、高齢者では腎機能が低下していることが多いため。〕
(2)低体重の高齢者では過量になりやすい。〔低体■の高齢者では本斉Jの体重あたり投与量が多くな
る傾向がある。〕

6.妊婦、産婦、授乳婦等への投与
(1)妊妬1又 は妊娠している可能性のある/11人 には投与しないこと。〔催奇形性が疑われる症例報告が
あり、また動物実験 (ラ ット 50mg/kg)ι こよるイ1崎形の報告がある。〕
(2)授乳中の婦人には投与しないこと。〔ヒト母乎し中へ移行する。〕

7.小児等への投与
低出生体電児、新生児、手し児、幼児又は小児に対する安全性は確立していない (国内における
使用経lunが少ない)。

tl-l NovARTrs

カメトギ ミ50mg・ 錠100mg・細粒10% 有害事象報告書
FAX:0120‐293433(フ リーダイヤル)
FAX:03‐ 3797‐ 8024

〃ツレラ所スフアマ 株式会社
安全性情報部 行

※後日、弊社医薬情報担当者が訪間させていただくことがありますのでご了承下さい。

/ι

施設名 ル1名 医lT名 /藁力111名 FD

住所 1己入年月日 年 月

J:,り □男 □女

ll'II]l山 (ル(痰忠) 合,「症

布tr事 象名

(11作用/感染症名)
症状覺 JJl旧 本11と の|力辿」

`
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月
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一
年
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〔資料請求先】
〃ツレシ スファ=マ株式会社 学術情報・コミュニケーション部

〒106-8618 東京都港区西麻布4‐ 17‐ 30

薬  剤  名
(枇麒 にチェック)―■

剤形
与

路

投

経

1  日
技与 ll

投  与  りu  ‖り 処世

シンメトレル □

一
□

経 口 年   月  日～   年   月  日
□継続
□中止

年 月 日～ 年 月 日
続

止

継

中

□

□

□ 年 日～ 年
続

止

継

中

□

□

□ 年  月  日～  年  月  日 口継
続

□中止
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